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１．建築積算士は、実施設計完了後に数量積算ならびに工事費の算定を行う専門家である。 
（Ｐ．１２） × 

２．建築積算の目的は、建物のライフサイクル全般にわたってコストマネジメントを行うことであ

る。（Ｐ．１５） ○ 
３．近年の建築物は、大規模化・高層化が進み、環境負荷削減も同時に重要な課題となっている。

（Ｐ．２４） ○ 
４．故障・取り替え・大規模更新・修繕の頻度が高い建物は、ＬＣＣ分析の対象としては適してい

ない。（Ｐ．３４） × 
５．ＬＣＣで扱うコストは、割引率や価格変動率を考慮した、現在価格を使用する。 

（Ｐ．３７） × 
６．少々機能が下がるが、それ以上に安いコストのものは、コスト低減型のＶＥである。 

（Ｐ．４１） × 
７．ＶＥ提案付入札は、原設計に対する金額を入札するが、改善案も同時に提案する方式である。

（Ｐ．４４） × 
８．ＣＡＳＢＥＥは日本における環境評価システムであり、プラチナ、ゴールドといったランクで

評価される。（Ｐ．５０） × 
９．省エネ化技術として、長寿命化やエコマテリアルの使用がある。（Ｐ．５３） ○ 
１０．現場管理費のうち保険料には、労災保険を含むが、生命保険は含まない。（Ｐ．６９） ○ 
１１．一般管理費等とは、現場管理費を除く営業利益のことを言う。（Ｐ．７０） × 
１２．工期の短縮による共通仮設費における実際の変動項目としては、クレーンや仮囲あるいは警

備員といった積み上げ分のみが対象となる。（Ｐ．７３） × 
１３．ネットワーク工程表は、作業パッケージごとの工程を横棒で示すもので、作業間の関連がわ

かりやすく、一般的に使用されている。（Ｐ．７６） × 
１４．基礎躯体のクリティカルパスとなるのは鉄筋工事であり、上部躯体のクリティカルパスとな

るのは型枠工事である。（Ｐ．８１、８２） ○ 
１５．油圧式大型ブレーカーは、油圧式圧砕機に比べて音と振動の発生が大きい。（Ｐ．８７） ○ 
１６．建築物の建て替えの場合、地下外壁を残すように、新築建物の位置を決めなければならない。

（Ｐ．９０） × 
１７．既存建物の解体撤去に際して、杭は全て引き抜くことが望ましい。（Ｐ．９１） × 
１８．改修を行う要因として、耐震。防災性能や設備陳腐化・省エネ対応も大きな比重を占めてい

る。（Ｐ．１０２～１０４） ○ 
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１９．改修工事に際し、建物の営業を一時的にストップさせるケースが一般的で、そのため複数の

要因を同時期に行うことが多い。（Ｐ．１０４） × 
２０．設備改修工事に先立つ本調査における配管診断には、サンプリング（抜管）、超音波診断、内

視鏡診断などがある。（Ｐ．１１２） × 
２１．設備工事改修計画において、年度ごとの変動を平準化するよう計画修正を行うことが望まし

い。（Ｐ．１１５） ○ 
２２．分譲集合住宅において、各住戸の玄関ドアや窓サッシは共用部分のため、居住者は内部塗り

替え等の工事を行うことができない。（Ｐ．１１８） × 
 
２３．法律とは、国会や地方公共団体議会で議決し、国民の権利・義務を規定するものである。 

（Ｐ．１２６）× 
２４．耐震性を規定している法律に、建築基準法、住宅品質確保法、密集市街地整備法、長期優良

住宅法がある。（Ｐ．１２８） × 
２５．住宅品質確保法は、新築・改修住宅の瑕疵担保責任に関する特例、住宅性能表示制度、紛争

処理体制で構成されている。（Ｐ．１３１） × 
２６．電気設備において、火災に対する安全性についての代表的な法規に、自動火災報知設備の設

置、非常電源設備があるが、機械設備の内容により電気容量が大きく影響を受ける。 
（Ｐ．１３５） ○ 

２７．機械設備において、火災に対する安全性についての代表的な法規に、スプリンクラー設備の

設置、屋内消火栓設備の設置、泡消化設備の設置といったものがある。 
（Ｐ．１３６、１３７） ○ 

２８．２００８年５月３０日に公布された改正省エネ法は、省エネ措置が著しく不十分な場合の命

令の導入、一定の中小規模（２００㎡～３，０００㎡未満）の建築物について省エネ措置の

届け出義務化というように、厳しいものとなっている。（Ｐ．１３９） × 
２９．法の改正等により現行の規定に適合しない場合、既存不適格建築物となり、どのような場合

でも改正法を適用されることはない。（Ｐ．１４１） × 
３０．コストマネジメント業務において、法的責任を問われるリスクを防止するためには、依頼主

を選ぶ、依頼主の意向を十分確認し記録に残す、既存の積算賠償保険に加入する、契約書に

より責任範囲を明確にするといったことが必要となる。（Ｐ．１５２、１５３） × 
 
 
★ アンダーラインが、間違い部分です。 
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